
「木材工業」執筆要領 

  

1．原稿の記述は横書き，現代仮名遣いとし，原則と

してワードプロセッサーで作成する。 

2．原稿の長さの目安は，刷り上がり1ページあたり

22字×42行×2段組とし，「総説」は6ページ

以内，「研究」は6ページ以内，「資料」及び「内

外情報」は4ページ以内とする（いずれも図表含

む）。 

3. 原稿には次の（1），（2）で構成した原稿送状を

添える。 

(1）和文の題名，所属機関名，執筆者名，研究・資

料の場合は責任著者名 

(2）総説，研究，資料には(1)のほか和文の目次概要

（150字程度）及び英文題名，英文所属，執筆者

ローマ字名，研究・資料の場合は責任著者

（Corresponding author）名 

4. 原稿および原稿送状作成用フォーマット（ワード

文 書 ） は 当 協 会 ホ ー ム ペ ー ジ

（https://www.jwta.or.jp/）からダウンロード

する。図表を割付した原稿（ワードおよび pdf

ファイル）と送状を，原則としてメール添付によ

り編集委員会事務局（kakou@jwta.or.jp）に送付

する。 

5. 研究には英文概要（200語程度）を付ける。 

6．本文の区分けはポイントシステムによる。 

  例:1. , 1.1 , 1.1.1 , … 

7． 題名は簡潔かつ内容を具体的に表現するものと

し，「…に関する研究」等の表現や冗長な題名は

できるだけ避ける。 

8. 文章は平易な文体を心がけ，あまりに学術的，専

門的な表現は避ける。 

9. 動植物の和名，外国語の音読はカタカナを用いる。

例：シロアリ，ヒノキ，ベニヤレース，ロンドン。

動植物の学名は，属，種，変種の部分はイタリッ

クとする。 

例： Acer japonicum Thunb. 

10. 数字は1, 2, 3のようにアラビア数字を用いる。

範囲を示す場合は～を用いる。文章の中での分数

は1/2，b/aのように行形式で記述する。漢数字

は次の例に従う。例：数十％，第三者 ，三角形，

二，三の例。 

11．単位は原則としてSI単位を用い，その表示方法

はJIS Z 8203 に従う。 

12．数学表記，量記号の表示方法は，それぞれJIS Z 

8201, JIS Z 8202 に従う。 

13．表はできるだけ簡潔なものとする。表番号(例：

表1)は表の上部に，注は表の下部に記載する。複

雑な表はなるべく避けてグラフ化する。表とグラ

フの重複は避ける。 

14． 図及びグラフはそのまま製版できるようパソコ

ン等で作成する。図番号(例：図1)，題名，注は，

図またはグラフの下部に記載する。 

15．写真は肖像権に留意し，鮮明なもの(300dpi 程

度)とする。写真番号(例：図1)，題名，注などは

図と同様とする。 

16. 「研究」について，表，図，グラフおよび写真

で用いられる文字は，題名，説明，注も含めすべ

て英文とし，番号はTable 1，Fig.1のように表記

する（本文中での引用にもこの表記を用いる）。

また，題名，説明，注は，本文を参照しなくても，

それだけで表，図，グラフおよび写真の内容が理

解できるように記述する。 

17．文献は本文引用箇所の右肩に，1)，2)，4)～6)などと

つけ，本文末に一括して引用順に記載する。 

雑誌に掲載された論文等については、著者名，

論文名，誌名，巻，号，ページ，西暦年号の順に

記入する。通年ページのある雑誌では，号数は省

略できる。DOI を有する論文については年号の後

に記入する。巻数はゴシック，英文雑誌名はイタ

リックとする。 

1) 渡辺憲，長尾博文，松村ゆかり，大谷直希：

スギ心去り平角の内部割れと強度低下を防

ぐための適切な乾燥方法の開発, 木材工業，

80(5), 174-179 (2025） 

2) Koki Kawano, Kohta Miyamoto, Kenji Aoki, 

Seiichiro Ukyo: Derivation of the shear 

modulus on the adhesive layer measured by 

digital image correlation: study on the 

tensile shear tests of wood-based ma-

terials with veneer, Journal of Wood 
Science, 71, 21 (2025), doi:10.1186/ 
s10086-025-02192-2 

学会発表については論文に準ずるが、ページの

付された要旨集が発行されていない場合は発表番

号で代替する。 

3) 朝倉靖弘，秋津裕志，前田啓，渋沢龍也:

木質系面材料の透湿抵抗簡易測定手法の検

討, 日本木材加工技術協会年次大会講演要

旨集, 42, 82-83 (2024) 



4) TAKASE Ryo, KAMIKAWA Daisuke, MATSUNAGA 

Hiroshi: Feasibility of fire protection 

made of fire-retardant treated, iso-

tropic multi-layered engineered panels, 

International Symposium on Wood Science 

and Technology 2025, TE-P-05 (2025) 

単行本中の論文・記事の場合は，著者名，論文・

記事名，編者名，書名，発行所，ページ，西暦年

号を記入する。 

5) 渋沢龍也：木材・木質材料に関連する ISO

の動向, 最新木材工業事典［新版］，創立

70周年記念出版等委員会編，（公社）日本

木材加工技術協会，165-166 (2019) 

6) C. Adam Senalik, Benjamin Farber: 

Strength Property, Wood Handbook-Wood as 

an Engineering Material. General 

Technical Report FPL-GTR-282, U.S. 

Department of Agriculture, Forest 

Service, Forest Products Laboratory ed., 

5-3 - 5-17 (2021) https://www.fpl.fs. 

usda.gov/documnts/fplgtr/fplgtr282/fpl

_gtr282.pdf（参照 2026-01-01） 

単行本全体を引用する場合は、著者名あるいは

編者名，書名，発行所，西暦年号を記入する。 

7) 全国林業改良普及協会編：葉枯らし乾燥，

（社）全国林業改良普及協会 (1990) 

Web上の記事については，著者名，記事名，URL，

参照年月日を記入する。 

8) 林野庁：クリーンウッド法の制度について，

https://www.rinya.maff.go.jp/j/riyou/g

oho/summary/summary.html (参照2026-01- 

01) 

規格については、規格番号，規格の表題，発行

元，制定年を記載する。 

9) JAS 1083-1，製材－第1部：一般要求事項

（2025） 

10) JIS A 5908:2015，パーティクルボード，日

本規格協会 (2015) 

11) ASTM D6007-22, Standard Test Method for 

Determining Formaldehyde Concentrations 

in Air from Wood Products Using a 

Small-Scale Chamber, ASTM International 

(2022) 

特許については発明者，発明の名称，特許文献

の番号等，発行の日付を記載する。 

12) 服部順昭，安藤恵介，原田寿郎，宮林正幸，

塩崎征男：耐火集成材，特開2008-031743，

2008-02-14 

13) Brian Montgomery, Bilal Alhawamdeh, 

Ondrej Pekarovic: Methods and Systems of 

Shear Wall Construction, US 2025/0257565 

A1, 2025-08-14 

告示については，告示番号，告示名，制定年月

日（改正がある場合は改正年月日）を記載する。 

14) 平成12年5月1日建設省告示第1460号, 木

造の継手及び仕口の構造方法を定める件

（2024年7月9日改正） 

著者名や誌名については、同一文献内で統一し

たルールに従った表記とする（姓名の順番であれ

ば「引用元の表記通りとする」「英文の場合は名

を先にする」など）。また上記に当てはまらない

場合についても，例を参考に文献の特定に必要な

情報を掲載する。 

（2026年1月改定） 


